
様式第 23号(第 19条関係) 

温泉利用廃止届（記載例） 

※この届出は、温泉利用許可指令書ごと（浴室・浴槽ごと）に行うものですが、浴槽等が

多数あり、かつ、混湯により利用源泉が複数ある場合は、該当項目に「別紙のとおり」と

記載し、別にまとめても構いません。（別紙は任意でご準備いただいて構いません。） 

 

 

届出日（廃止後 10 日以内の日付け）を記載して下さい→令和●年●月●日 

宮城県知事 ● ● ● ● 殿 

住 所 
法人にあっては、主た
る事務所の所在地 

 

氏 名 
法人にあっては、名称
及び代表者の氏名  

 

 下記のとおり温泉の利用を廃止したので、温泉法施行条例第 21条第 1項の規定により

届け出ます。 

 

記 

浴 用 、 飲 用 の 別 浴用 

源

泉 

温 泉 ゆ う 出 地 の 地 番 
大崎市●● 

（※複数の場合は別紙としてまとめても構いません） 

源 泉 の 名 称 
●●の湯 

（※複数の場合は別紙としてまとめても構いません） 

温
泉
利
用
施
設 

所 在 地 大崎市●● 

名 称 ●●旅館 

浴室・浴槽名称(浴用の場合) 

飲泉場名称 (飲用の場合 ) 

大浴場（※複数の場合は別紙

にまとめても可） 

別館２階（※複数の場合は

別紙にまとめても可） 

利 用 許 可 済 証 番 号

及 び 交 付 年 月 日 

第●号  令和●年●月●日 

→（注）で添付した温泉利用許可済証と整合する番号及び

日付けを記載してください。浴槽等が複数ある場合は、別

紙としてまとめても構いません。 

廃 止 の 理 由 廃業のため 

廃 止 年 月 日 令和●年●月●日 

参 考 事 項  

(注) 温泉利用許可済証を添付すること。 

温泉利用許可を受けた者

の住所・氏名を記載して

ください。 


